
第43回　全日本バレーボール小学生大会

危機管理マニュアル

第43回　全日本バレーボール小学生大会実行委員会

　現時点での情報をもとに作成したマニュアルですが、その時の社会情
勢によって記載内容が、変更されることもあります。



目　次

【1】 感染症対策 2

【2】 熱中症対策

❶ 　熱中症予防運動指針 3

❷ 　予防のポイント 3

❸ 　応急処置 4

【3】 その他の危機に対して 5

下記の場合は、大会役員の指示に従い、安全

を確保しながら避難してください。

・火 災

・地 震

・大 雨 ・洪 水 ・暴風雨

・台 風 ・落 雷

・Jアラート発令
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フラッグの消毒 ・大会役員が実施する。

・発声の制限はしない。
・マスク着用の協力を要請する。

8

・選手はアタックラインへ移動し、
　指導者及び審判員とともに、拍
　手をする。

17 感染者の発生

・感染者は大会参加不可。
・参加チームは、選手等の健康
　状態を十分に把握すること。

16 チームの座席 ・大会役員の指示に従う。

選手等の移動 ・大会役員の指示に従う。

15 昼食・飲食
・指定場所での飲食
・黙食協力を要請する。

ベンチスタッフ及び
選手のあいさつ

13 選手等の集合
・可能な限り密集や接触を
　避ける。

10

2

入館時

・発声の制限はしない。
・マスク着用の協力を要請する。

9 チェンジコート ・実施する。

・義務付けない。

5 入館人数 ・制限しない。

12 館内換気 ・定期的に換気をする。

試合
前後

試合
前後

　【1】　感染症対策

№ 項　　　目 具体策 備　考

選手

ベンチ

応援席

14

11

体温測定 ・実施しない。

3 手指消毒 ・実施しない。 入館後も同様

4 マスク着用

1

6

試合中

・発声の制限はしない。
・マスク着用は義務付けない。

7

入館前 健康観察 ・各チームで実施する。
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31 運動は原則中止

31～35℃ 28～31

運　　動　　指　　針

　【2】　熱中症対策

移動している時 応援・観戦している時

●涼しい服・ゆったりした服を着る
●帽子をかぶる
●日陰を選んで歩く
●水分・塩分をこまめにとる

●定期的に水分・塩分をとる
●通気性・吸湿性・速乾性のよい衣服を着る
●保冷剤・氷・冷たいタオルを携帯する

指導者は

自分自身で体調を管理し、具合が悪くなったら無理をしない。

子供達の体調を注視し変化を見逃さない。定期的な水分・塩分補給を促す。

　❷　予防のポイント

　❶　熱中症予防運動指針

暑さ指数(WBGT)の単位は　℃

24～28℃ 21～25 注　　意
(積極的に水分補給)

気　温　(℃)

35℃以上

子供達は

参考資料・・「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」(日本スポーツ協会)

　特別の場合以外は運動は中止。特に小
学生は中止。

　熱中症による死亡事後発生の可能性が
ある。熱中症の兆候に注意するとともに、
運動の合間に積極的に水分・塩分を補給
する。

厳重警戒
(激しい運動は中止)

　熱中症の危険が高い。激しい運動や持久走
などの体温が上昇する運動は避ける。運動す
る場合は休憩を頻繁にとり水分・塩分補給を行
う。暑さに弱い小学生は、運動を軽減または中
止。

28～31℃ 25～28 警　　戒
(積極的に休憩)

　熱中症の危険が増す。休憩を積極的に
とり水分・塩分補給を行う。激しい運動の
場合は、休憩の目安は30分おき。

24℃未満 21未満 ほぼ安全
(適宜水分補給)

　通常は熱中症の危険は小さいが、水分・塩分
の補給は適宜必要である。市民マラソンなどで
は、この条件下でも熱中症が発生する。

暑さ指数
(WBGT)
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　❸　応急処置

救急車を要請する

水分・塩分を

補給する

衣服をゆるめる

体全体を冷やす

症状が

改善した

症状が改

善しない
水が自力で

飲めない

医　療　機　関　へ

けいれん
高体温

意識低下・意識不明
運動障害

症　状重症度

　暑さの感じ方は人によって全く異なります。さらに、小学生は体温調整能力がまだ十分
に発達していません。暑さを感じなくても、室温や外気温を測定し、エアコンやうちわ等を
使用したり、通気や換気を積極的に行ったりして、温度調節するよう心がけましょう。ま
た、子供達がのどが渇いていなくても、こまめに水分・塩分補給させましょう。

体感温度の個人差

めまい
立ちくらみ
筋肉痛
大量発汗

頭痛
吐き気
倦怠感
脱力感

意識がある

反応が正常なとき

意識がない

普段と様子が違う

意識の確認

涼しい場所へ

移動させる

軽

重
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　【3】　その他の危機に対して

SNS上の
無断配信

■　 SNS上に動画等をアップしたことによる人権侵害を防止するために
　　軽率な行為は控える。

危機の種類 対　策　内　容

不審者侵入
不審物

■　不審者や不審物を発見したら、近くの役員に速やかに伝える。その
　　際、チームの選手や保護者等に不必要な動揺を与えないように、
　　慎重な行動をとるように心がける。

盗　　撮

■　例年、盗撮の被害が多数報告されている。警察官に身柄を確保
　　されるような悪質なケースもある。チーム関係者以外が、動画・静
　　止画の撮影をしていたり、カメラを持って不審な動きをしている人
　　がいたら、近くの大会役員等に報告する。また、盗撮防止のために、
　　観客席等での選手の着替えは控えさせる。

盗　　電
■　大会会場として使用している各体育館の壁などにある電源用コンセ
　　ントは、使用禁止。撮影機材のバッテリー等は、事前に充電をしておく
　　く。
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